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分
と
無
関
係
で
は
な
く
、
釈
尊
か
ら
直
接
に
阿
弥
陀
仏
の
教
説
を
受
け
た

人
類
の
代
表
者
」
と
し
て
見
て
い
た
と
い
う
先
学
の
指
摘
を
合
わ
せ
れ

ば
、
韋
提
希
の
見
仏
様
相
を
善
導
が
自
身
の
モ
デ
ル
と
し
て
考
え
て
い
た

と
言
え
よ
う
。
乃
ち
、
善
導
の
韋
提
希
理
解
を
媒
介
に
す
る
と
、
善
導
は

衆
生
が
見
仏
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
問
題
の
み
な
ら
ず
他
者
の
救
済

を
問
題
と
す
る
存
在
に
な
る
と
考
え
て
お
り
、
善
導
が
理
想
と
す
る
上
品

往
生
が
可
能
と
な
る
契
機
と
し
て
、
現
実
の
仏
教
者
の
理
想
の
在
り
方
に

お
い
て
位
置
付
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
菩
薩
戒
本
持
犯
要
記
』
の
日
本
的
展
開

金
　
　
炳
坤

　

本
稿
は
、
今
か
ら
凡
そ
千
四
百
年
前
に
新
羅
の
元
暁
法
師
（
六
一
七
―

八
六
）
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
菩
薩
戒
本
持
犯
要
記
』
の
定
本
化
に
向
け

た
資
料
作
り
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
同
時
に
日
本
に
は
『
古
文

書
』
よ
り
推
し
て
天
平
廿
年
（
七
四
八
）
以
前
に
審
祥
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
本
書
の
そ
の
後
の
展
開
、
即
ち
本
書
の
諸
本

（
蔵
経
、
版
本
、
写
本
）
と
注
釈
書
、
そ
し
て
引
用
文
献
を
調
査
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
本
書
が
日
本
の
仏
教
史
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
探
ろ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
書
を
収
録
す
る
蔵
経
類
は
次
の
四
種
で
あ
る
。
韓
国
で
編
纂
さ
れ
た

『
韓
仏
全
』（
一
九
七
九
年
）
は
日
本
の
『
大
正
』（
一
九
二
七
年
）
と
『
続

蔵
』（
一
九
〇
九
年
）
を
底
本
に
し
た
も
の
で
、『
新
纂
続
蔵
』（
一
九
八

〇
年
）
は
『
続
蔵
』
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
。『
続
蔵
』（
一
種
の
校
訂
本

か
）
の
底
本
は
不
詳
だ
が
、『
大
正
』
は
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
の
版

本
を
底
本
と
す
る
。
江
戸
の
版
本
は
こ
れ
に
加
え
、
貞
享
三
年
（
一
六
八

を
問
題
と
し
、
著
作
中
に
示
さ
れ
る
「
上
品
往
生
」
と
い
う
言
葉
に
注
目

す
る
。『
往
生
礼
讃
』
や
『
観
念
法
門
』
に
は
「
阿
弥
陀
仏
国
に
上
品
往

生
す
る
こ
と
」
が
説
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
に
つ
い
て
先
行
研
究
で
は

善
導
の
仏
道
修
行
の
目
標
を
示
す
も
の
と
し
て
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
考
え
る
に
、
善
導
は
あ
く
ま
で
も
「
上
品
往
生
」
な
る
も
の
を
勧

励
す
る
立
場
に
あ
る
。
で
は
そ
の
往
生
と
は
い
か
な
る
在
り
方
を
指
す
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
上
品
の
衆
生
に
つ
い
て
は
「
玄
義
分
」
に
お
い
て
「
大

乗
に
出
遇
っ
た
凡
夫
」
と
纏
め
ら
れ
、
大
乗
心
・
菩
提
心
と
い
っ
た
心
を

発
す
衆
生
で
あ
る
と
説
示
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
心
に
つ
い
て
、

「
玄
義
分
」
帰
三
宝
偈
で
道
俗
衆
生
に
各
々
発
す
こ
と
を
勧
励
し
て
い
る

こ
と
、
ま
た
下
品
生
に
お
い
て
は
「
在p
彼
発
心
」
と
彼
土
に
お
い
て
発

す
心
で
あ
る
と
説
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
上
品
往
生
と
は
「
彼

此
二
土
に
渡
っ
て
上
求
菩
提
下
化
衆
生
の
心
を
発
し
、
自
他
の
往
生
を
願

い
往
生
後
速
や
か
に
衆
生
救
済
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
往
生
」
で
あ

り
、
下
品
生
の
臨
終
称
名
に
よ
る
往
生
の
み
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
わ
け

で
は
な
い
。
寧
ろ
、
現
実
的
な
仏
教
者
の
生
き
方
を
示
す
に
あ
た
り
、
上

品
者
と
し
て
の
在
り
方
を
勧
励
す
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
立
場
を
推
奨
す
る
善
導
浄
土
教
に
お
い
て
、
凡
夫
が
見
仏

す
る
意
味
を
考
え
た
い
。
善
導
が
実
凡
夫
と
し
て
理
解
し
た
『
観
経
』
所

説
の
韋
提
希
の
見
仏
様
相
の
理
解
を
確
認
す
る
と
、「
定
善
義
」
華
座
観

釈
に
お
い
て
、
韋
提
希
は
釈
尊
の
加
被
力
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
仏
に
見
え
た

後
に
心
が
開
け
、
十
信
中
の
忍
を
悟
り
、
仏
滅
後
の
未
来
の
衆
生
の
見
仏

が
い
か
に
し
て
成
立
す
る
か
を
尋
ね
た
と
し
て
い
る
。
乃
ち
、
自
身
の
往

生
の
問
題
が
解
決
さ
れ
た
後
に
他
者
の
救
済
を
願
う
存
在
へ
と
進
歩
し
た

と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
韋
提
希
理
解
に
加
え
、
善
導
が
韋
提
希
を
「
自
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鈔
』
の
執
筆
に
取
り
掛
っ
て
い
る
。
再
々
冶
の
末
、
文
保
二
年
（
一
三
一

八
）
に
完
成
を
み
る
同
書
に
は
、
本
書
の
約
三
・
七
割
が
引
か
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
本
書
を
引
用
す
る
文
献
の
中
で
最
多
で
あ
る
。
本
写
本
の
書

写
が
こ
の
最
中
に
当
た
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
凝
然
に
は
こ
の
ほ
か
に
佚

書
『
持
犯
要
記
略
述
』
が
あ
り
、『
律
宗
瓊
鑑
章
』『
維
摩
経
疏
菴
羅
記
』

で
は
本
書
に
言
及
し
て
い
る
。
建
保
六
年
（
一
二
一
八
）
五
月
二
十
二
日

に
喜
海
が
書
写
し
て
い
る
大
東
急
記
念
文
庫
（24︲152︲976

）
の
一
点

は
高
山
寺
旧
蔵
で
現
在
伝
わ
る
最
古
の
写
本
で
あ
る
。
同
月
二
十
五
日
に

喜
海
が
高
山
寺
石
水
院
で
明
恵
と
数
輩
の
同
学
に
対
し
て
本
書
の
談
義
を

な
し
て
い
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
尚
、
本
書
に
対
す
る
注
釈

書
は
真
円
の
『
持
犯
要
記
助
覧
集
』（
一
二
八
二
年
成
立
）
と
仲
範
（
十

四
世
紀
）
の
『
持
犯
要
記
俗
書
勘
文
抄
』
が
現
存
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
る
と
、
本
書
は
九
か
ら
十
九
世
紀
ま
で
の
日
本

仏
教
各
宗
派
（
天
台
、
真
言
、
浄
土
、
華
厳
、
律
、
日
蓮
）
の
二
十
四
師

二
十
九
部
（
佚
書
は
除
く
）
の
中
に
お
い
て
引
用
（
名
及
び
意
を
含
む
）

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
中
で
も
最
初
の
引
用
と
み
ら
れ
、
約

二
割
と
『
梵
網
戒
本
疏
日
珠
鈔
』
に
次
ぐ
最
澄
の
『
顕
戒
論
』（
八
二
〇

年
成
立
）
は
現
存
す
る
最
古
の
写
本
よ
り
先
行
し
て
い
る
点
で
、
諦
忍
の

『
梵
網
経
要
解
或
問
』（
一
七
六
九
年
跋
）
は
「
究
竟
持
犯
門
」
が
全
文
引

用
（
約
一
・
四
割
）
さ
れ
て
い
る
点
で
注
目
に
値
す
る
が
、
詳
ら
か
に
は

稿
を
改
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

六
）、
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
と
三
種
が
知
ら
れ
、
何
れ
も
刊
記
に
て

寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）
の
大
安
寺
版
（
西
大
寺
、
法
隆
寺
、
金
沢
文
庫

に
断
簡
が
伝
わ
る
）
を
底
本
で
あ
る
か
の
よ
う
に
記
す
も
、
版
本
同
士
の

比
較
に
よ
る
と
、
其
々
が
独
自
の
校
正
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
特
に
韓
国
に
は
高
麗
後
期
（
十
二
・
三
世
紀
）
と
推
定
さ
れ
る
海
印

寺
寺
刊
本
二
丁
分
（
全
体
の
約
二
・
四
割
）
が
現
存
す
る
。

　

管
見
の
限
り
本
書
の
写
本
は
次
の
八
点
を
数
え
る
。
身
延
文
庫
の
二
点

（
余
宗1︲15/16
）
は
二
点
と
も
大
安
寺
版
の
版
式
に
類
同
し
、
書
写
年

次
を
記
す
識
語
は
な
く
、
見
返
し
に
日
境
（
一
六
〇
一
―
五
九
）
の
花
押

が
捺
さ
れ
て
い
る
。
正
教
蔵
文
庫
の
二
点
（312︲239︲5/6

）
は
二
点
と

も
江
州
芦
浦
観
音
寺
の
舜
興
（
十
七
世
紀
）
旧
蔵
で
前
者
は
寛
永
廿
年

（
一
六
四
三
）
の
識
語
が
、
乱
丁
の
あ
る
後
者
は
弘
安
六
年
（
一
二
八
三
）

の
識
語
が
あ
る
。
金
沢
文
庫
の
二
点
（286︲10/454︲2

）
は
二
点
と
も

残
欠
本
で
落
丁
及
び
錯
簡
の
あ
る
前
者
は
全
体
の
約
三
・
八
割
が
、
後
者

は
約
二
・
六
割
が
現
存
し
、
書
写
年
次
を
記
す
識
語
は
な
く
、
前
者
は
審

海
の
手
沢
本
と
さ
れ
、
後
者
は
十
三
世
紀
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
と
な
る

と
湛
睿
の
『
起
信
論
義
記
教
理
抄
』
で
の
本
書
引
用
は
、
こ
れ
ら
を
直
に

み
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
得
よ
う
が
、
惜
し
む
ら
く
は
二
点
と
も
欠
損
箇

所
に
当
た
る
た
め
対
比
し
得
な
い
。
尚
、
金
沢
文
庫
に
は
湛
睿
に
よ
る
本

書
の
注
釈
書
（269︲20

）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
同
時
代
の
賴
瑜
の
佚

書
『
持
犯
要
記
略
鈔
』
と
の
関
係
も
含
め
一
考
を
要
す
る
。

　

二
丁
分
（
全
体
の
約
一
・
一
割
）
が
落
丁
し
、
か
つ
乱
丁
も
あ
る
東
大

寺
図
書
館
（111︲198

）
の
一
点
は
正
安
三
年
（
一
三
〇
一
）
の
識
語
が

あ
る
。
相
前
後
し
て
東
大
寺
で
は
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
に
凝
然
が
伊

予
へ
の
帰
郷
に
本
書
を
携
え
、
戻
る
と
翌
年
か
ら
『
梵
網
戒
本
疏
日
珠


